
特別史跡名古屋城跡木造天守整備基本計画

第６章 復元原案の考証 （１）復元原案の規模・各部の主な仕様

総高さ

棟高さ

石垣高さ

穴蔵石垣高さ

桁行(mm) 梁間(mm) 延床面積（㎡) 階高(mm) 軒の出(mm) 軒高(mm)

柱間真々 柱間真々
各階床～

次階床上端

柱真～

茅負外下角

石垣上端～

茅負外下角

五階
16,992

[8間]

12,744

[6間]
225.68 4,400 1,881 30,144

四階
21,240

[10間]

16,992

[8間]
471.23 6,919 2,094 23,717

三階
27,612

[13間]

23,364

[11間]
809.59 7,556 2,215 16,343

二階
37,020

[17間]

32,772

[15間]
1,291.38 6,919 2,215 8,207

一階
37,020

[17間]

32,772

[15間]
1,239.85 3,945 1,912 4,137

地階
27,612

13間

23,364

11間
652.59 4,188 ー ー

4,690.32 ー ー ー

面積（㎡）
建築面積 1,503.26

延床面積 4,690.32

   主要寸法 (1間＝７尺＝2,124mm）

区分

摘要

寸法

面積

合計

高さ(mm)

本丸側地盤面　～大棟天端まで

［内堀底（北西）～大棟天端まで］

47,972

[56,238]

石垣南東天端   ～大棟天端まで

[石垣北西天端　～大棟天端まで]

36,082

[36,671]

 　地階枡形床(水下)　～石垣南東天端 5,834

 本丸側地盤面　～石垣南東天端

[内堀底（北西）～石垣北西天端]

11,890

[19,567]

名称 大天守

棟数 1

構造及び形式 五重五階 地下一階

総高さ

棟高さ

石垣高さ

穴蔵石垣高さ

桁行(mm) 梁間(mm) 延床面積（㎡) 階高(mm) 軒の出(mm) 軒高(mm)

柱間真々 柱間真々
各階床～

次階床上端

柱真～

茅負外下角

石垣上端～

茅負外下角

二階
17,757

９間

9,865

5間
181.94 4,400 1,760 11,318

一階
26,041

13間

17,937

9間
477.31 6,828 1,639 4,751

地階
17,757

9間

9,865

５間
188.74 3,763 ー ー

847.99 ー ー ー

総高さ

棟高さ

石垣高さ

⾧さ(mm) 土塀柱真々（大天守側～小天守側） 18,612

幅(mm) 東面(本丸側)土塀柱真～西面(内堀側)剣塀柱真 8,523(大天守側）~8,607(小天守側）

高さ(mm)

 本丸側地盤面      ～棟天端(大天守側)まで

[内堀底(北西)      ～棟天端(大天守側)まで]

9,839

[18,105]

石垣天端(大天守側)～棟天端(大天守側)まで 2,937

 本丸側地盤面    ～石垣天端(大天守側)まで

[内堀底(北西)     ～石垣天端(大天守側)まで]

6,902

[15,168]

名称 橋台の塀

棟数 1

構造及び形式 控え柱付土塀

2,687

面積（㎡）
建築面積 579.94

延床面積 847.99

   主要寸法 (1間＝6尺5寸＝1,973mm）

区分

摘要

寸法

面積

合計

棟数 1

構造及び形式 二重二階 地下一階

高さ(mm)

本丸側地盤面　～大棟天端まで 24,144

石垣北東天端　～大棟天端まで 16,435

　地階枡形床(水下)　～石垣北西天端

本丸側地盤面　～石垣北西天端 7,709

名称 小天守

表-6.1.2 規模

（１）復元原案の規模・各部の主な仕様

復元根拠資料の検討によりわかる復元原案の概要、規模、各部の主な仕様を以下に示す。

                                                大天守と小天守を橋台でつなぐ連結式層塔型天守

              概要                               ・大天守：五重五階 地下一階附、棟方向 南北、南正面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・小天守：二重二階 地下一階附、棟方向 東西、北正面

表-6.1.1 概要
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特別史跡名古屋城跡木造天守整備基本計画

第６章 復元原案の考証 （１）復元原案の規模・各部の主な仕様

屋根

・初重は四方葺き降ろしの腰屋根。

・妻（南北）側の２重には中央に千鳥破風、その両側に軒唐破風を据える。３重は左右二連

　の千鳥破風、４重は中央に千鳥破風を据え、５重は入母屋破風。

・平（東西）側の２重には左右に二連の千鳥破風、３重中央にはやや大きい千鳥破風を据え

 ４重は中央に軒唐破風を据える。

・屋根葺材は初重腰屋根が本瓦葺、目地漆喰塗。２重から４重は宝暦改修時に本瓦葺から銅

　瓦葺に葺替えられ、黒チャン塗。５重は築城時より銅瓦葺。

・初重の隅棟は輪違瓦。雁振瓦、熨斗瓦は目地漆喰塗。２重~５重の大棟、隅棟、下り棟は

　銅板張り。５重大棟は東西面に各７カ所ずつ葵紋を配置。

・初重の⿁板は土瓦。２~４重の⿁板は鰭、鳥衾ともに青銅製、黒チャン塗。５重大棟の⿁

　板は木下地に銅板を銅釘打ち。青海波毛彫り、滅金仕上。

・各破風と屋根面取合の谷部を銅製樋として軒先に雨水を導き軒先より銅製竪樋で受け、順

　に下重に流す。南､北､西面初重では竪樋を貫通させ天守台石垣に沿って内堀底まで導き放

 流。東面は２重軒先で谷樋を開放し放流。

遺物

古写真

近代実測図

摺本・拓本

古絵図

文献史料

・名古屋城総合事務所所蔵

        出土遺物

        焼損金具

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

・奈良文化財研究所及び

 名古屋城総合事務所所蔵

       摺本・拓本

・宝暦大修理関連資料

  ・「各層間取之図」

  ・「銅葺野地之図」

  ・「御天守平地割」

・「国秘録 御天守御修復」

・「御天守鯱木地仕口寸尺之図」

・「金城温古録」

・宝暦大修理関連史料

  ・「御天守御修復取掛かりより

    惣出来 仕様之大法」

軒廻り
・垂木から瓦座まで総塗籠。垂木は波型の白漆喰塗籠。

・各重裏甲端部に入八双金具を付け、隅棟端部は箱金物を被せる。

遺物

古写真

近代実測図

摺本・拓本

・裏甲端部入八双金具

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

・名古屋城総合事務所所蔵摺本･拓本

妻飾

飾金具

・妻壁・破風板・懸魚・前包いずれも銅板張り、黒チャン塗。破風拝飾、破風尻飾は大小多

 数の葵紋を打ち出し、地模様に菊石目を打ち、金滅金仕上。懸魚六葉は木下地の上、銅板

 張り、金滅金仕上。

・５階外壁では窓の上下に設えられた⾧押型に赤銅・煮黒目の六葉を１間ごとに配置。

・５重大棟の東西面に葵紋を銅板に打出し、金滅金仕上とした飾金具が片面７カ所、両面で

 計１４箇所に付く。

・１階～４階の入側柱、各部屋の⾧押に六葉を配置。３、４階は側柱の⾧押にも六葉配置。

・５階は側柱・入側柱の⾧押と4つの部屋の内法⾧押、蟻壁⾧押に六葉を配置。

・内部六葉は銅製、金滅金仕上。１階～３階は径７寸２分。４・５階は径６寸。

遺物

古写真

近代実測図

摺本・拓本

文献史料

・名古屋城総合事務所所蔵

        焼損金具

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・『國寶建造物第一期第一輯』

・昭和実測図・野帳

・奈良文化財研究所及び

 名古屋城総合事務所所蔵

       摺本・拓本

・宝暦大修理関連史料

 ・「御天守御修復取掛かりより

   惣出来 仕様之大法」

・「国秘録 御天守御修復」

・「金城温古録」

外壁

・外壁は土壁に白漆喰塗の大壁。１階から４階の窓腰下は土壁の内側に厚さ４寸の堅板を重

 ねはめ込み、化粧竪羽目板貼りの上、三角形の隠狭間を穿つ。

・５階は窓の上下に⾧押型を設ける。

古写真

文献史料

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・宝暦大修理関連史料

 ・「御天守御修復取掛かりより

   惣出来 仕様之大法」

・「国秘録 御天守御修復」

窓

・天守台石垣東面に２カ所、南面西寄りに１カ所、明り取り窓を配し、外部銅板張りの揚戸

 を設置。

・１階から４階は、基本的に、２つの半間巾の窓を柱を挟んで配置。片引きの土戸（厚板の

　外面に白漆喰を塗籠めた建具）と、その内側に木芯の上に３面を鉄板張り、黒チャン塗と

　した竪格子３本を設ける。５階は内外共に見掛けは1間幅の両引き土戸に見える設えだが、

　下階同様に柱を挟んで半間幅の窓で、片引きの土戸を建て込む。５階は竪格子は無し。

・窓敷居溝に敷かれた鉄板下に銅製角型の水抜き（１～４階は窓１つに２本ずつ､５階は１

 間に３本）が設えられ、外部に排水する。

古写真

近代実測図

文献史料

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

・宝暦大修理関連史料

 ・「御天守御修復取掛かりより

   惣出来 仕様之大法」

・「国秘録 御天守御修復」

金鯱

・大棟両端に配され、北（雄）鯱は高さ８尺５寸。南（雌）鯱は高さ８尺３寸。

・頭部、胴体部、鰭部等に分割された桧の寄木を仕口、鉄物で組固め表面に黒漆を塗り、鉛

 板を竹釘で留め付ける。鱗型の銅板に漆塗の上、金の薄板を被せ付け銅釘で打ち付ける。

・金の品位は築城時は２０金程度であったが、３度の改鋳で段階的に品位は下がり焼失時は

　１４金程度。歯と白眼は銀、黒眼は赤銅。

・１度目の改鋳（享保１５年）に籠状の鳥除けが被せられ、明治１２年に新規設置され、焼

 失時まで籠状鳥除けあり。

遺物

古写真

近代実測図

古絵図

・名古屋城総合事務所所蔵

       金鯱鱗遺物

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

・「御天守鯱木地仕口寸尺之図」

 ① 大天守

区分 仕様概要
根拠資料

種別
主要根拠資料名

天守台

石垣
・２章による。

遺構

古写真 ・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

規模

・天守台石垣上に５重５階の構造を載せ、天守台には地下１階（穴蔵）を設ける。

・南正面とし地階南面中央東寄りに出入口を開き、石階６段を備え、橋台に接続する。

・各階平面規模は表-6.1.2による。

古写真

近代実測図

古絵図

文献史料

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図

・大正８年実測図

・名古屋離宮図

・宝暦大修理関連資料

  ・「各層間取之図」

・「金城温古録」

・「蓬左遷府記稿」

基礎
・柱位置に自然石の礎石を据えて土台を置く。地階大引を東西方向に架けるため束石は南北

　に⾧い。

遺物

近代実測図

現天守建設

 前作成図

・遺物（礎石）

・昭和実測図

・「天主礎石配置図」（名古屋城

 建設工事事務所作成 昭和32年）

床組

・地階では土台1を梁間方向（東西）に架け渡し、次に土台2を桁行方向（南北）に載せる。

　次に土台1の間に大引を梁間方向（東西）に渡す。

・地階柱上に石垣に面して土台を廻し、その上に１階床組を支える大引き、梁を架け渡す。

・各階の床組は通し柱ではない部分では基本的に段違いに３段組。下段で入側柱通りの四周

 及び部屋境の桁行方向に頭繋ぎを流し、中段で梁間方向に梁を１間ごとに架け渡す。上段

 は桁行方向に柱盤を流す。但し､３階の柱は下階と柱通りが半間ずれるため柱盤の配置が

 他階とは異なる。

・根太は桁行方向に、１間を４等分して配置する。

古写真

近代実測図

古絵図

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

・宝暦大修理関連資料

  ・「各層間取之図」

軸組

・柱は方柱、土台建ち。但し地階枡形の柱は礎石建ち。平面規模が等しい２階までは通し柱

 を多用し、柱通りが下階と半間ずれ平面規模が逓減していく３階から５階は管柱となる。

　但し、３階４隅の側柱は下階の繋梁の上から立ち、４階４隅の側柱は3~4階の通し柱。５階

 入側柱の内、４本は下階の繋梁の上から立つ。

・１階から4階までは入側柱と側柱に繋ぎ梁を、5階は繋虹梁を架け、舟肘木･上巻渦文木鼻

 を飾る。２階で石落としとなる部分は１,２階側柱を管柱とし１階の繋ぎ梁を外まで持ち

 送る。それ以外の１階側柱は２階までの通し柱とし、初重腰屋根は側柱から持ち出す。

・地階側柱通りに腰貫、内法貫、入側柱通りは内法貫を通す。１～５階側柱通りは腰貫、

 内法貫、飛貫１段、入側柱通りは１、５階では飛貫を２段、２階、３階、４階では３段

 を通す。

古写真

近代実測図

古絵図

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

・宝暦大修理関連資料

  ・「各層間取之図」

  ・「御天守妻地割」

  ・「御天守平地割」

小屋組

・桁行方向中央に架かる小屋梁を架け、梁間方向中央に架かる中引梁が乗り架かる。小屋

　梁の南北３間の間に架かる２本ずつの小屋梁は東西入側柱通りから斜めに架け、中引梁

 の上で二材を継ぐ。

・小屋束は小屋梁の上に立てられ小屋貫で連結。桁行方向、梁間方向の小屋貫は背違い。

 梁間方向の貫のうち、下段の貫は棟通りに向かって登る。

・桔木は茅負まで跳ね出す。側桁のほほ真上の化粧裏板上に桔木枕を置き、支点とする。

 小屋束側面に貫状の材を釘打ちして桔木尻の押えとする。

・母屋は３通りあり、一の母屋は桔木上に乗り、二の母屋・三の母屋は小屋束で受ける。

　一の母屋は四周に廻り、二の母屋・三の母屋は桁行方向のみに架かる。大天守は小天守

　と異なり蓑甲が大きくとられ、その落ち込み部分を支えるために二の母屋・三の母屋は

 蓑甲部分に曲がり材を用いる。

・野棟木は幅９寸８分、口脇成９寸６分で水平。

・野垂木は１間を５等分して配置する。（５重の瓦棒は１間を７等分で、野垂木間隔とは

 異なり、瓦棒は野地板だけで受ける。）

・化粧垂木勾配は初重は６寸３分勾配､２重は５寸２分(先)､６寸１分(元)勾配､３重は５寸

 ９分(先)､６寸３分(元)勾配､４重は６寸勾配､５重は３寸２分５厘勾配で、１間を５等分

 する。

古写真

近代実測図

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

はねぎ

表-6.1.3 各部の主な仕様
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特別史跡名古屋城跡木造天守整備基本計画

第６章 復元原案の考証 （１）復元原案の規模・各部の主な仕様

天井

・地階入口枡形天井は波型白漆喰塗籠。５階の４部屋の天井は黒漆塗の小組格天井、滅金御

 紋付の天井辻金具。小組と天井板は素木。

・上記以外の各部屋は上階床組現し、入側は化粧屋根裏板貼。

古写真

近代実測図

古絵図

文献史料

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

・宝暦大修理関連史料

 ・「各層間取之図」

・「金城温古録」

柱・内壁

・地階入口枡形は石垣部分を除き、柱型は白漆喰塗籠。

・１~４階の入側柱、各部屋は全て素木で面取角柱に⾧押打ち。３~５階は側柱も⾧押打ち。

・５階の４部屋は内法・蟻壁の両⾧押打ち。蟻壁があり白漆喰塗の大壁。

・各階内壁と窓上窓下は竪羽目板貼り。

古写真

近代実測図

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

建具

・地階枡形の口御門、奥御門共に御門上部垂れ壁を含めて外側を総鉄板張り、鉄鋲打ちの上

　黒チャン塗り。内側は素木のまま。

・１階~４階の部屋境に板戸を建て込む。

・５階入側と各部屋の境に両面舞良戸、４つの部屋境に襖戸を建て込む。舞良戸の框と舞良

　桟は黒漆塗。

・御成階段、表階段共、上階の床上に上がる部分に摺戸(四周に框を廻した厚さ２寸の板戸)

 を設置。

・地階井戸の間西面、表階段１階~２階の東面、２階~３階の東面、４階東面入側北に格子の

 明り取り窓を設置。

古写真

近代実測図

古絵図

文献資料

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

・宝暦大修理関連史料

 ・「各層間取之図」

・「金城温古録」

・宝暦大修理関連史料

 ・「御天守御修復取掛かりより

   惣出来 仕様之大法」

床

・地階は枡形の口御門から中央石段まで鉛磚四半敷き、中央石段～奥御門まで土瓦四半敷。

　奥御門～廊下手前石段まで土瓦四半敷。石段２段以降の諸室は板張り。

・１階から５階までの各部屋、入側共に板張りの上、畳敷。

文献史料 ・「金城温古録」

・「蓬左遷府記稿」

・「御天守御畳員数圖」

・宝暦大修理関連史料

 ・「御天守御修復取掛かりより

   惣出来 仕様之大法」

装置

・１階南面口御門直上と２階南・北面の２重軒唐破風下に幅２間の、東・西面の比翼千鳥破

 風下に幅３間の石落としを構える。２階の石落としは初重の軒裏に組み込まれた隠し石落

 としとなる。

・地階の東北隅に井戸が配され、１階の天井より井戸車を釣るし地階、１階共に使用可能な

 仕組み。

・２重~4重の前包、隅棟と５重大棟に丸環を配置。

古写真

近代実測図

文献史料

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

・宝暦大修理関連史料

 ・「御天守御修復取掛かりより

   惣出来 仕様之大法」

軸組

・柱は方柱､地階北面､西面の石垣に接する柱は礎石建ち。それ以外は土台建ち。全て管柱。

 但し２階の隅柱は下階繋ぎ梁から立ち上がる。

・地階側柱通りに腰貫、内法貫、入側柱通りは内法貫を通す。１、２階側柱通りは腰貫、

 内法貫、飛貫１段、入側柱通りは１階では飛貫を３段、２階では内法貫、飛貫２段を通

 す。

古写真

近代実測図

古絵図

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・『國寶建造物第一期第一輯』

・昭和実測図・野帳

・「金城温古録」

小屋組

・桁行方向（東西）の入側柱通りの柱頭に桁を架け、その上に小屋梁を梁間方向（南北）

 に京呂で架け渡す。小屋梁の先端は入側柱通りより外側へ少し跳ね出す。入側と部屋、

 及び部屋の境の通りでは１尺角程度の角材、それ以外の通りでは径１尺６寸５分程度の

 丸太材を用いる。

・小屋束は小屋梁上に立ち、小屋貫で連結される。桁行方向、梁間方向の小屋貫は大天守

 と異なり接しない。

・桔木は茅負まで跳ね出す。側桁のほぼ直上の化粧垂木上に桔木枕を置き、支点とする。

 桔木枕際で直径７寸２分程度、末口で直径４寸９分程度。

・母屋は３通りあり、一の母屋は桔木上に乗り、二の母屋・三の母屋は小屋束で受ける。

　一の母屋は四周に廻り、二の母屋・三の母屋は桁行方向のみに架かる。大天守と異なり

 蓑甲がほとんど無い。大棟、千鳥破風共に降棟の外側にすぐ掛瓦を葺いているため蓑甲

　の落ちはほとんど無いため、母屋は直材。

・野棟木は巾６寸、成５寸６分で、水平。

・野垂木は１間を５等分して配置する。

・化粧垂木勾配は初重は５寸勾配、２重は３寸８分勾配で１間を４等分する。

近代実測図 ・昭和実測図・野帳

屋根

・初重は南北面中央に千鳥破風を据え、二重は妻面を本丸に面した東西面に定めた入母屋

 破風。初重、２重ともに本瓦葺。

・大棟は輪違瓦。雁振瓦、熨斗瓦は目地漆喰塗。⿁板は土瓦。

・初重は千鳥破風と屋根面取合の谷部を銅製樋として軒先まで水を導き軒先より銅製竪樋

 で受け天守台石垣に沿って設置面まで導き放流。

古写真

近代実測図

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

軒廻り
・垂木から瓦座まで総塗籠。垂木は波型に塗籠。

・各重裏甲端部に入八双金具を付け、隅棟端部は箱金物を被せる。

古写真

近代実測図

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

妻飾

飾金具

・妻壁･破風板･懸魚･前包いずれも漆喰塗籠。懸魚六葉は木下地に銅板打出し金滅金仕上。

・２階外壁では窓の上下に設えられた⾧押型に赤銅の六葉を１間ごとに配置。

・１，２階の入側柱、１階各部屋の内法⾧押に六葉を配置。

・２階の３つの部屋は内法⾧押・天井⾧押に六葉を配置

・六葉は銅製、金滅金仕上。１階は径５寸５分、２階は径５寸。

古写真

近代実測図

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・『國寶建造物第一期第一輯』

・昭和実測図・野帳

外壁
・外壁は土壁に白漆喰塗の大壁。１階、2階の窓腰下には三角形の隠狭間を穿つ。

・２階は窓の上下に⾧押型を設ける。

古写真

近代実測図

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・『國寶建造物第一期第一輯』

・昭和実測図・野帳

窓

・１階南、北、西面と２階北、西面は２つの半間巾の窓を柱を挟んで配置。片引き引込式の

　土戸（厚板の外面に白漆喰を塗籠めた建具）を建て込み、その内側に木芯の上に３面を鉄

　板貼り、黒チャン塗とした竪格子３本を設ける。１階東面は窓は無し。２階東、南面は１

　間幅の窓に引違いの土戸を建て込み、竪格子は無し。

・窓敷居溝に敷かれた鉄板下に銅製角型の水抜き（引込み戸１つに２本ずつ、引き違い戸は

 １間に３本）が設えられ、外部に排水する。

古写真

近代実測図

文献資料

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

・「金城温古録」

鯱 ・土瓦製。明治期に江戸城の青銅製鯱に取り換えられる。

古写真

文献史料

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・「金城温古録」

天井
・地階及び１階の各部屋は上階床組現し、1階入側は化粧屋根裏板貼。

・２階は各部屋、入側とも棹縁天井。

古写真

近代実測図

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

 ② 小天守

区分 仕様概要
根拠資料

種別
主要根拠資料名

規模

・天守台石垣上に２重２階の構造を載せ、天守台には地下１階（穴蔵）を設ける。

・北正面とし石階１３段を備え地階北面の中央に開く口御門に至る。口御門から右に見返す

　位置にある奥御門への枡形を西北隅にとり、奥御門で橋台に接続する。

・各階平面規模は表-6.1.2による。

古写真

近代実測図

文献史料

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

・「金城温古録」

基礎

・自然石の礎石、約８０個を据えて土台を床下部分に梁間方向１間ごと、桁行方向は床下外

　周部と梁間５間を２間と３間に分ける部分に配置。但し地階枡形北、西面の石垣に接する

 面は土台は無し。

近代実測図

文献史料

・昭和実測図・野帳

・名古屋城建設工事計画説明書

床組

・地階石垣の上に載る１階入側は、石垣天端の内側と外側に土台を廻し、入側柱通りに直行

　して大引を１間ごとに架ける。１階床組は入側の四周と桁行方向（東西）の一部に頭繋ぎ

 を架け、次に梁間方向（南北）に梁を架け、その上に入側柱通りと梁間中央の南側の柱通

 りに柱盤を置く。

・２階床組は段違いに３段組。下段で入側柱通り及び部屋境の桁行方向（東西）に頭繋ぎを

　架け、中段で梁間方向(南北）に梁を１間ごとに架け渡す。上段は桁行方向(東西）の柱通

 りに柱盤を置く。

・根太は桁行方向に、１間を４等分して配置する。

古写真

近代実測図

・蟻害調査写真帳 名古屋離宮

・昭和実測図・野帳

表-6.1.3 各部の主な仕様
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特別史跡名古屋城跡木造天守整備基本計画

第６章 復元原案の考証 （１）復元原案の規模・各部の主な仕様

 ③ 橋台の塀

区分 仕様概要
根拠資料

種別
主要根拠資料名

規模
・大天守と小天守を渡りつなぐ⾧さ70尺余、幅28尺余の石垣上の橋台の土塀。

・通路左右（東西面)に石を積み、その上に高さ8尺の控柱付土塀を建てる。

屋根 ・５寸２分勾配、本瓦葺。

壁

・東側本丸に面しては土壁に白漆喰塗の大壁、内側軒裏は瓦座から桁、腕木までを白漆喰塗

 とし、壁面は化粧竪板貼。

・西側内堀に面しては土壁に白漆喰塗の大壁で軒下に⾧さ１尺余の槍の穂先を連ねた剣塀と

 し、壁下地に堅木の厚板を羽重ねに積み上げた上､化粧竪板貼とし三角形の隠狭間を穿つ。

 内側軒裏は東面と同様に瓦座から、桁、腕木までを白漆喰塗。

・東西共に外側軒裏形状は明治４年頃まで、垂木に波型の白漆喰塗籠。

遺物

古写真

近代実測図

文献史料

・名古屋城総合事務所所蔵

          剣先

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・『國寶建造物第一期第一輯』

・『日本古建築類聚名古屋城』

・昭和実測図・野帳

・「金城温古録」

路面
・栗石敷き

・水道の蓋は石造り
文献史料

・「金城温古録」

・宝暦大修理関連史料

 ・「御天守御修復取掛かりより

   惣出来 仕様之大法」

古写真

近代実測図

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

柱・内壁

・１､２階の柱は全て素木で面取角柱。１階の各部屋は⾧押打ち。２階の３つの部屋は内法

　・天井の両⾧押打ち。

・各階壁は全て竪羽目板貼り。

古写真

近代実測図

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

建具

・地階枡形の口御門、奥御門共に外側を総鉄板貼り鉄鋲打ちの上、黒チャン塗り。内側は素

 木のまま。

・地階枡形と御金蔵の境に３箇所、枡形側への両開き扉を建付け、その内側に引戸を建て

 込む。また階段登り口に両開き扉を建付ける。

・１階、２階の入側と各部屋及び各部屋境には板戸を建て込む。

古写真

近代実測図

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

床
・地階枡形はたたき。地階のそれ以外の部分と１階、２階入側は板張り。２階の３つの部屋

 は畳敷。

古写真

近代実測図

文献史料

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・大正８年実測図

・「金城温古録」

装置 ・地階北面口御門直上に幅１間半の石落としを構える。
古写真

近代実測図

・名古屋城総合事務所所蔵

     ガラス乾板写真

・昭和実測図・野帳

表-6.1.3 各部の主な仕様
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６ 復元原案の考証 

特 別 史 跡 名 古 屋 城 跡 木 造 天 守 整 備 基 本 計 画  

 

  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料分類 古絵図 文献史料 近代実測図 

資料名 名古屋城御天守各層間取図 御天守御畳員数圖 蓬左遷府記稿 金城温古録 名古屋離宮図 大正８年実測図 昭和実測図 

年代 宝暦2年(1752)~宝暦5年(1755) 文化7年(1810) 文化14年(1817)   大正 大正8年(1919) 昭和7年実測開始~昭和27年作図完了 

四階        

破風の間 

平面形 

北面 東○ 東向きのL型 

   西○ 西向きのL型 

南面 東○ 東向きのL型 

   西○ 西向きのL型 

北面 東○ ⾧方形 

   西○ ⾧方形 

南面 東○ ⾧方形 

   西○ ⾧方形 

・図に破風の間の表記なし 

・面積についての記述中に 

   ｢内三拾弐坪附之分｣とあ 

 り｢附｣より破風の間があ 

ったことはわかる。 

北面 東○ ⾧方形 

   西○ ⾧方形 

南面 東○ ⾧方形 

   西○ ⾧方形 

北面 東○ 東向きのL型 

   西○ 西向きのL型 

南面 東○ 東向きのL型 

   西○ 西向きのL型 

北面 東○ 東向きのL型 

   西○ 東向きのL型 

南面 東○ 西向きのL型 

   西○ 西向きのL型 

 北面 東○ 東向きのL型 
    西○ 東向きのL型 
・南半分は三重屋根伏図とし 
 て作図され、破風の間の形  
 状、向きは読み取れない。 
「名古屋城三層南側千鳥破風 

  平面及小屋内部詳細圖」 

 

表-6.2.1 資料間での間取りの比較(大天守四階南北面千鳥破風の間) 

 

 凡例 破風の間平面形状○：L型東向き、○：L型西向き、○：⾧方形 

 

① 大天守 

 ア 間取り 

  （ア） 根拠資料間での相違点 

天守の間取りがわかる資料は近代実測図３点、古絵図1点、文献史料３点の計7点あり、この内、文献史料の

２点を除く資料では柱間数も確認できる。これらの資料で間取りと柱間数を比較した。                       

間取りについて資料間での相異は無いが、四階の破風の間について、資料間で形状と向きの違いがあった。

天守について、宝暦大修理以降、焼失前までの間に、災害や管理者の変遷があった中、小作事や修繕以外大き

な変更の記録は無い。従って明治以降宮内省内匠寮で続けられた調査、修理の成果として位置づけられている

大正８年実測図で描かれた姿は宝暦大修理以降の姿とみなすことができる。大正８年実測図と昭和実測図で四

階北面千鳥破風の間については形状、向きは一致しているが、南面の千鳥破風の間は、昭和実測図四階平面図

では三重屋根伏図として描かれているため破風の間の形状、向きを確認することはできない。しかし昭和実測

図の「名古屋城三層南側千鳥破風平面及小屋内部詳細圖」で南面西側の破風の間について大正８年実測図と形

状、向きが同じであることがわかる。これにより南面東側千鳥破風の間についても大正８年実測図と同じであ

ると判断した。以上より間取り、柱間数について、大正８年実測図、昭和実測図を根拠として復元原案の間取

り、柱間数を決定した。 

（２） 各部の検討 

＊1 ＊2 ＊3 ＊4 ＊5 ＊6 ＊7 

＊1，3：名古屋市鶴舞中央図書館蔵、＊2，5，6：宮内庁公文書館蔵、＊4：名古屋市蓬左文庫蔵、＊7：名古屋城総合事務所蔵 

各復元根拠資料からわかる主な内容をまとめると下記のようになる。 

  ・遺構   ：建物の位置、高さの基準 

  ・遺物   ：屋根葺材、飾金具の素材、寸法、文様、工法、技法 

  ・古写真（主に名古屋城総合事務所所蔵ガラス乾板写真） 

                ：天守の姿、形、各部の部材取合い、素材、樹種 

  ・近代実測図（主に名古屋城総合事務所所蔵 昭和実測図・野帳） 

：天守の姿、形、各所の寸法、架構 

      ・摺本・拓本：飾金具の寸法、文様、部材分割位置 

  ・古絵図  ：天守の姿、形、架構 

  ・文献史料 ：宝暦大修理の改修内容及び改修前後の仕様、各部の素材、仕上げ、修理履歴 

      上記の内容を、前項の表-6.1.3で示した仕様の区分ごとにまとめ、名古屋城総合事務所所蔵ガラス乾板

写真と昭和実測図・野帳を主要な根拠資料として資料を相互に照合しながら、根拠資料間で食い違いが

ある項目、名古屋城天守の特徴的な項目について、分析・復元原案として判断した結果を以下に示す。 

（2）各部の検討 
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特 別 史 跡 名 古 屋城 跡木 造天 守整 備基 本計 画

第６章 復元原案の考証 （２）各部の検討第６章 復元原案の考証

（イ） 寸法の分析

a 柱間寸法の検討

大正８年実測図での柱間寸法は大天守が７尺、小天守が６尺５分であるが、昭和実測図での柱間寸法は、大

天守が七尺一分、小天守が六尺五寸一分と端数が実測されている。築城時の計画寸法に端数は無いと考えら

れるため、大天守柱間寸法は１間七尺の柱割、小天守柱間寸法は１間＝六尺五寸の柱割で計画されていると判

断した。

昭和実測図では基本的に実測値通りに寸法が記載されているため、計画寸法としては統一されていたと思わ

れる部材同士でも異なる寸法となっている場合も多い。一方で、ほとんどバラツキのない寸法があり、例えば大天

守の柱間寸法は１カ所七尺八分と記述がある以外は、すべて七尺一分となっている。これは土台に接する柱の

足元は経年変化の影響が小さく大きな誤差が発生していないため野帳から実測図を作図する過程で整理された

寸法と考えられる。従って、昭和実測図の柱間寸法を用いて築城時の基準尺を検討した。

昭和実測図の１尺を現代と同じ１尺＝303.030ｍｍと考えた場合築城時の尺基準は大天守が1尺＝

（7.01/7.00）×303.030＝303.4628≒303.463ｍｍ、小天守が１尺＝（6.51/6.5）×303.030＝303.4961≒303.496

ｍｍとなる。１尺あたり0.03ｍｍの違いであり、ほぼ等しいと判断できるため、大天守、小天守共に、大天守柱間寸

法から算出した１尺＝303.463ｍｍを基準尺とした。

復元原案の寸法をミリ表記するに際し、次の二つの考え方がある。

・考え方1：総間の尺寸法に１尺＝303.463ｍｍを掛け、１間のミリ寸法に小数点を付けて調整する。

・考え方2：１間の尺寸法に１尺＝303.463ｍｍを掛け、１間のミリ寸法に小数点を付けない調整をし、その合計

を総間のミリ寸法をする。

大天守梁行方向で違いを確認すると以下のようになる。

・考え方1： 総間 ＝（7.00×11+7.75×4）×303.463＝32,774.004ｍｍ ・・・①

・考え方2：各室１間 ＝7.00×303.463＝2124.241ｍｍ ⇒ 2,124ｍｍ ・・・②

入側１間 ＝7.75×303.463＝2351.838ｍｍ ⇒ 2,352ｍｍ ・・・③

総間 ＝②×11+③×4＝32,772mm ・・・④

①－④ ＝2mm

2mmの違いは許容誤差と判断し、復元原案では「考え方2」の寸法で検討を行った。

■ 昭和実測図の柱間寸法を用いた基準尺の検討

■ 尺とミリの換算

②③ ③ ② ③ ③〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
④32,772mm

図-6.2.1 尺とミリ換算の検証：「考え方2」

b 大天守地階の柱間寸法

大天守地階の柱間寸法は昭和実測図では七尺一分ではなく、三分程度のばらつきがある。穴蔵石垣の位置の影響を

受ける外周部の柱では柱間寸法にばらつきがでることも考えられるが、穴蔵石垣の影響を受けない内部の柱間寸法でば

らつきがあるとは考えにくい。（地階と一階にまたがる通し柱があり、一階では七尺一分の定尺で配置されているため。通

し柱の配置については後述。）

以下、地階の柱配置、柱間寸法についての考察結果を示す。

■ 桁行方向（南北方向）の柱間寸法

通し柱を含む五通り～十三通り､二十三通り～三十一通りはほぼ七尺一分と見做すことができる。

十五通り～二十一通りは六尺七寸、二十一通り～二十三通りは六尺七寸一分となっている。これはり十三通り～れ十

三通りの石垣が予定よりも北に積まれてしまったため、御成階段への通路幅確保のために十五通り～二十二通りの柱を

少しずつ北にずらす必要が生じた結果と考えられる。

十五通りから二十三通りにかけて桁行方向の柱間寸法が短くなった分、西側では十三通り～十五通りの柱間寸法を八

尺三分として調整したと考えられる。

従って十五通り～二十一通りの柱列は一階の柱とは、ずれて配置されていることとする。

図-6.2.2 「名古屋城天守地階平面図」（部分）
大天守地階桁行方向の柱間寸法検討

以上より大天守地階の柱間寸法を以下の図（図-6.2.3）にまとめる。

図-6.2.3 大天守地階桁の柱間寸法

・この頁の昭和実測図は名古屋城総合事務所所蔵

〃
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特 別 史 跡 名 古 屋城 跡木 造天 守整 備基 本計 画

第６章 復元原案の考証 （２）各部の検討

イ 基礎

■ 礎石配置

図-6.2.4 「天主礎石配置図」（名古屋城建設工事事務所作成 昭和32年）と昭和実測図「地階平面図」の重ね合わせ

昭和実測図「名古屋城天守地階平面図」、「名古屋城天守縦断面図」、「名古屋城天守横断面図」、「名古屋

城天守地階及初層東側矩計詳細図」、「名古屋城天守地階東側出窓平面及平面及断面詳細図」より地階土

台の組み方について下記のことがわかる。（図-6.2.5）

1. 礎石の上に梁間方向（東西）に土台1を架ける。

2. 土台1の上に桁行方向（南北）に土台2を載せる。

3. 土台1の間に梁間方向(東西）に大引を架ける。

また、前述のように地階北西部では土台1を１間間隔、中央部では１間間隔で土台1を架け、それを２つ割にし

て大引を配置、南西部では土台1を２間間隔とし２間3つ割りして大引を配置していることがわかる。（図-6.2.5）

ウ 床組

（ア） 土台

a 地階

「天主礎石配置図」（名古屋城建設工事事務所作成 昭和３２年）と昭和実測図、古絵図の比較により、地階で

は柱直下に礎石を据えていたことがわかる。 昭和実測図「名古屋城天守地階平面図」の西半分では床組が描か

れており、「天主礎石配置図」と重ね合わせにより、梁間方向（東西）に土台1・大引きを架けるために、礎石は南北

に長くなるように配置されていると分かる。また、昭和実測図「名古屋城天守地階平面図」と「天主礎石配置図」で

は、資料の精度に差はあるが、土台1・大引の割付と礎石の配置は概ね一致している。

石種等の礎石自体についての詳細は２章による。

凡例

：礎石

：土台1（梁間）

：土台2（桁行）

：大引

：柱

図-6.2.5 昭和実測図「地階平面図」による地階土台の検証

「名古屋城天守
地階東側出窓平面
及平面及断面詳細図」

の一部

「名古屋城天守
地階及初層東側

矩計詳細図」
の一部

昭和実測図「名古屋城天守横断面図」の一部

昭
和

実
測

図
「名

古
屋

城
天

守
縦

断
面

図
」
の

一
部

昭和実測図「名古屋城天守地階平面図」の一部
礎石

土台2 土台2土台2

礎石礎石 礎石

土台1 土台1

土
台

1

土
台

2

土台2

礎石

土台1
根太

凡例

土台１
１間間隔

土台１・大引
半間間隔

土台１・大引
2間を3つ割

・この頁の「天主礎石配置図」、昭和実測図は名古屋城総合事務所所蔵

：土台1（梁間）

：土台2（桁行）

：大引

：柱
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特 別 史 跡 名 古 屋城 跡木 造天 守整 備基 本計 画

第６章 復元原案の考証 （２）各部の検討

昭和実測図の各階平面図及び各階見上図、断面図より各階の２階から５階の床組は基本的に下記のような段

違いの３段組となる。

下記の部屋境ではない部分では下段で梁が桁行方向（南北）に架かる。

・２階中央の2つの部屋：よ通り十一 ～二十五通り間

・２階北東の部屋 ：る通り二十三～三十一通り間

・３階中央の部屋 ：よ通り十一 ～二十五通り間

・３階四隅の部屋 ：り通り五 ～ 十一通り間、 二十五～三十一通り間

む通り五 ～ 十一通り間、 二十五～三十一通り間

また下記では下段の下に梁間方向（東西）に梁が架かり二重梁となる。

・４階中央の3つの部屋：十八通り ち～う通り間

根太は桁行方向(南北）に１間を４等分して配置する。（但し、２階南北の入側と２階北側中央及び南側中央の

部屋は梁間方向（東西）に根太を架ける。）

架構方向
部材
名称

断面
形状

備考

上段 桁行方向（南北） 柱盤 角材
・基本的に桁行方向の部屋境にあたる柱通りに配置
・３階床組では柱通りが下階と半間ずれるため、配置が他階と大きく異なる

中段 梁間方向（東西） 梁
はつり丸太
太鼓落とし

角材

・２階床組の入側では繋ぎ梁として南北の入側では桁行方向（南北）に架かる
・２階北側中央の間と南側中央の間は、隣接する入側の梁と同様に桁行方向
　(南北）に架かる

下段
四周入側柱通り
桁行方向（南北）

頭繋ぎ 角材
・桁行方向（南北）に架かる場合は基本的に部屋境
・通し柱の場合は無し⇒１階から２階への通し柱が多い２階床組では頭繋ぎは
　少ない

b １階

昭和実測図「名古屋城天守初層床伏図」、 「名古屋城天守縦断面図」、「名古屋城天守横断面図」、「名古屋城

天守地階及初層東側矩計詳細図」、「名古屋城天守地階東側出窓平面及平面及断面詳細図」 「名古屋城天守

地階東側出窓装置詳細図」、古写真より１階土台の組み方について下記の事がわかる。

１．穴蔵石垣に面した四周と、管柱の桁行方向(南北）に頭繋ぎを架ける。

2．梁間方向(東西）に梁を架ける。

3．入側に2.の梁と同じレベルで根太懸土台を1.の四周頭繋ぎと直行方向に架ける。

4．側柱通りに土台を架ける。

5．桁行方向（南北）に柱盤を架ける。

表-6.2.2 基本的な床組の構成

図-6.2.6 １階土台・各階床組

凡例

５階床組

４階床組

３階床組

２階床組

１階土台・床組

・上段 （柱 盤 ）
・中段 （ 梁 ）
・下段 （頭繋ぎ）
・下段下（二重梁）
・１階の土台

凡例

北

側桁
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特 別 史 跡 名 古 屋城 跡木 造天 守整 備基 本計 画

第６章 復元原案の考証 （２）各部の検討

階 側柱 入側柱 柱通り交点の柱 寸法を確認できる昭和実測図、古絵図

五階 9寸7分 9寸9分(*1)
1尺3分

1尺3寸5分

五層平面図
五層小屋組詳細図
四層及び五層東側矩計詳細図(*1)
御天守各層間取之図

四階 1尺7分 1尺8分
1尺3寸

1尺2寸8分
1尺2寸9分

四層平面図
四層表階段矢狭間詳細図
四層及五層東側矩計圖
四層南側千鳥破風姿及び断面詳細図

三階 1尺1寸7～9分 1尺2寸8分 1尺3寸5分

三層平面図
二層北側中央千鳥破風平面詳細図
三層南側千鳥破風姿及び断面詳細図
御天守各層間取之図*

二階 １尺２寸 (-) (-) 二層東側千鳥破風横断面詳細図

一階 1尺2寸2分 1尺2寸2分 1尺3寸6分 初層平面図

エ 軸組

上記より、１階は面の見附寸法が１寸であることから、面取り寸法は７分となる。５階は面の見附寸法が９分であ

ることから、面取り寸法は６分４厘となる。１階から３階までの３例は何れも面取り寸法が柱幅の約17分の１であるこ

とがわかる。従って地階から４階の柱面取り寸法は柱幅の17分の1、５階は実測値を尊重することとし、１階から３

階は７分、４，５階は６分４厘と定めた。

b 面取り寸法

柱の面は昭和実測図と野帳から読み取れる柱幅、柱面内幅寸法から算出した。

昭和実測図と野帳で確認できる柱幅、柱面内幅及び面の見附幅を下記に示す。

表-6.2.4 根拠資料で確認できる側柱の柱面取り寸法（大天守）

（ア） 柱

a 断面寸法

表-6.2.3 根拠資料で確認できる柱断面寸法

柱の断面寸法は昭和実測図、古絵図（宝暦大修理関連史料）で確認できる。昭和実測図の各階平面図により、

一階から五階までは柱通りの交点に配置される柱と他の柱は太さの違いが表現されており、古写真でもその太さ

の違いを確認できる。また宝暦修理関連史料の「御天守地割図」でも「外ヶ輪柱」「入ヶ輪柱」に加えて、それらよ

り太い「隅柱」があったことを記しており、この「隅柱」が柱通りの交点の柱と考えられる。

昭和実測図及び古絵図（「御天守各層間取之図」）で確認できる柱断面寸法を下記に示す。

（＊１）入側柱幅は直接書かれていないが、敷居幅が９寸９分と書かれており、これを入側柱の幅とした。

軸組に関する根拠資料は古写真、昭和実測図、古絵図（宝暦大修理関連史料）があるが、全体としての情報

があるものは昭和実測図のみである。従って昭和実測図を基に検証を行い、部材の重なりにより図面に現れない

部材、詳細な部材取合の確認、昭和実測図の各図面相互に不整合がある場合に他の資料を参照して検証を行

い判断した。

検証結果から軸組について下記のような大天守、小天守に共通する基本的な考え方がわかる。

・平面規模が同じ階（大天守１、２階）までは通し柱を多用する。

・平面の逓減が始まる階から（大天守３階から５階、小天守１階から２階）は通し柱を用いない。

このことから名古屋城天守の架構形式は望楼型天守から層塔型天守の過渡期に位置づけられ、両型の架構

の特徴を併せ持ちながら、以降に続く巨大層塔型天守の先駆けとなったと言うことができる。

図-6.2.7 名古屋城天守軸組の特徴 （昭和実測図「名古屋城天守縦断面図」(部分））

▼三階床
三階床を境に
柱通りが半間
ずれる

地階～2階
の柱通り

3階～5階
の柱通り

平
面
規
模
が
逓
減
す
る⇒

通
し
柱
を
用
い
な
い

平
面
規
模
が
同
じ⇒

通
し
柱
を
多
用

層塔型天守
の特徴

望楼型天守
の特徴

・この頁の昭和実測図は名古屋城総合事務所所蔵

２階は、１階から２階への通し柱が多い（エ－（ア）-ｃ）ため、１階の柱寸法を基にし、各階とも木材の乾燥収縮と

実測値であることを考慮し、復元原案の柱断面寸法を定めた。

階 ①柱幅 ②面内幅
③面取り寸法
＝(①-②)/2

④
面の見附寸法

寸法を確認できる昭和実測図、野帳

五階 　　9寸9分 9分 四層及び五層東側矩計詳細図

三階 1尺1寸8分 1尺4分 7分 二層東側千鳥破風平面詳細図

二階 1尺2寸 1尺6分 7分 二層東側千鳥破風横断面詳細図

一階 1尺2寸2分 １寸 名古屋城天守閣出入口上(初層)槍落シ内部［野帳］
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第６章 復元原案の考証 （２）各部の検討

五階床

四階床

三階床

二階床

一階床

地階床

五階床

四階床

三階床

二階床

一階床

地階床

側隅柱の４本は
２階繋梁の上から立つ

東西面入側柱の内
４本は４階繋梁上に
渡し架けた柱盤の上
から立つ。

焼失前の名古屋城天守を実見した二人の研究者（齊田時太郎、城戸久）それぞれが通し柱の存在を報告して

いる。両者共に少数ながら通し柱が存在していた事を述べると同時に、多くの柱は管柱であった事を強調してい

る。通し柱と管柱の配置を検証するにあたり、この両氏の見解を検証の起点とした。すなわち、全ての柱を管柱と

見做した上で、根拠資料より通し柱と確認できたものを拾い上げ、通し柱と見做せる明確な根拠資料が無い場合

は管柱と判断した。

c 通し柱と管柱の配置

■ 検証の考え方

■ 根拠資料での検証方法

根拠資料を用いた検証での通し柱と管柱の判断の仕方を下記に示す。

根拠資料 検証内容

古写真 古写真で柱と梁の納まりを確認できる場合は、これを第一の判断根拠とした。

古絵図
宝暦大修理の平面図

「御天守各層間取之図」

近代実測図・野帳
上下階で同じ位置にある柱について、柱寸法から判断した。
主として見上図での梁の作図によって、柱と梁の納まりを判断した。

この古絵図の地階平面図に「朱丸付初重 通ル柱」、一階平面図に「朱丸付二重 通ル
柱」と書き込みがあり、平面図で一部の柱に朱丸で印がつけられている。この内容を古写
真、近代実測図を照らし合わせながら判断した。

表-6.2.5 根拠資料での通し柱と管柱の判断の仕方

この他、推定した通し柱の配置と、床組の検証との整合を図りながら通し柱の配置位置を判断した。

■ 各階の通し柱・管柱の配置

図-6.2.8 地階 「名古屋城天守地階平面図」(部分）

図-6.2.9 １階 「名古屋城天守初層見上図」（部分） 図-6.2.10 ２階 「名古屋城天守二層見上図」（部分）

図-6.2.11 ３階 「名古屋城天守三層見上図」（部分） 図-6.2.12 ４階 「名古屋城天守四層見上図」(部分）

図-6.2.13 ５階 「名古屋城天守五層見上図」（部分）

通
し
柱

通
し
柱

東
西
入
側
柱
の
内
、
四
本

通
し
柱
な
し

通
し
柱
な
し

凡例・通し柱の範囲

・この頁の昭和実測図は名古屋城総合事務所所蔵

側
隅
柱通

し
柱
な
し

四
階
側
隅
柱
の
み
通
し
柱

凡例

印なし

○

○
○
○

柱種別 上階の柱位置

管柱 同じ位置に無し

管柱

同じ位置にある

管柱:4階繋梁の上から立つ

管柱:2階繋梁の上から立つ

通し柱： １階～２階

通し柱：地階～１階

通し柱： ３階～４階（入側隅柱）

通
し
柱

東
西
入
側
柱
の
内
、
四
本

通
し
柱
な
し

通
し
柱
な
し

側
隅
柱通

し
柱
な
し通

し
柱

四
階
側
隅
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の
み
通
し
柱
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第６章 復元原案の考証 （２）各部の検討

南 北 東 西

五重

四重

三重

二重

初重

入母屋破風 ー

四方葺き下ろしの腰屋根

・中央に千鳥破風

・両側に軒唐破風
左右二連の千鳥破風

中央に千鳥破風

中央に軒唐破風

左右二連の千鳥破風

中央に千鳥破風

大天守初重：屋根勾配５寸9分

瓦種別 長さ 巾・径 葺き足 重ね 瓦割り

平瓦 1尺1寸 １尺 ３寸 ４枚重 1尺１寸

丸瓦 １尺 ６寸 - - -

軒丸瓦 1尺3寸2分 6尺3寸 - - -

軒平瓦 1尺１寸 １尺 瓦当垂れ長さ　２寸

カ 屋根

（ア） 形式

（イ） 葺材の詳細

■ 五重小屋梁

古写真、昭和実測図よりわかる各重の屋根形式は下記の通り。６章（３）復元原案図で示す。

表-6.2.6 大天守の屋根形式

宝暦修理関連史料より宝暦修理の際に大天守の屋根が下記のように葺き替えれていることがわかる、また宝暦修

理の仕様書と位置づけられる「御天守御修復取掛りより惣出来迄仕様之大法」に記されている葺き方、寸法について

も焼失前の古写真で確認でき、宝暦修理関連資料の正確さを裏付けている。

小屋組に関する根拠資料は古写真、昭和実測図があるが、古写真では入側に情報が限られるため昭和実測

図を基に決定した。入側は古写真も参照して判断した。昭和実測図で検証が必要となった項目について以下に

示す。

オ 小屋組

昭和実測図「名古屋城天守横断面図」「名古屋城天守五層小屋組詳細図」により十八通りの小屋梁（下図青

丸）は桁行梁の下に架かっていることがわかる。その他の小屋梁（十四、十六、二十、二十二通り：下図赤丸）は

「名古屋城天守縦断面図」によると桁行梁の上に乗って架けられている。しかしこの場合、かなり大きく曲がった

材が必要となるが、化粧の木鼻が彫られていることから檜を用いたと考えられるため、檜でこのようなる曲がり材は

不自然と思われる。下図赤丸印の梁を拡大して見ると棟通りに向かって登っているように描かれていることから、

名古屋城内の表一之門での小屋梁の架け方(写-6.2.1、図-6.2.15緑線囲み部）を類例とし、十四、十六、二十、

二十二通りの小屋梁（図-6.2.14：赤丸印の小屋梁）は、斜めに架けて中央で二材を継ぐ（反対側は木鼻彫り）架

構を復元原案とした。

図-6.2.14 昭和実測図「名古屋城天守縦断面図」(部分）(左図）及び「名古屋城天守五層小屋組詳細図」（右図）

十八通り小屋梁（左図○印） 中引梁十八通り小屋梁中引梁

表-6.2.7 大天守屋根葺材・仕上の変遷

a 葺材・仕上

文献史料よりわかる各重の屋根葺材、仕上の変遷は下記の通り。

b 寸法・葺き方(土瓦）

大天守初重の本瓦葺について、瓦寸法、葺き方は遺物、古写真、昭和実測図より下記の通りとした。

表-6.2.8 本瓦葺の寸法、葺き方

・この頁のガラス乾板写真、昭和実測図は名古屋城総合事務所所蔵

写-6.2.1 ガラス乾板写真「表一之門（焼失）上層内部北東面」 図-6.2.15 昭和実測図「名古屋城表一之門詳細図」

また、昭和実測図に見られる５重小屋組の筋交いは、筋交いが江戸末期に普及し始めた工法であることから、

後補材と判断し、復元原案では無しとする。

築城時～宝暦修理 宝暦修理～焼失

五重 銅瓦葺
当初銅瓦葺存置

（黒チャン塗は不明）

四重

三重

二重

初重 本瓦葺

大天守

本瓦葺

銅瓦葺

黒チャン塗
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